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1.  平成25年4月期第1四半期の連結業績（平成24年5月1日～平成24年7月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年4月期第1四半期 5,227 △7.9 405 △49.6 408 △52.4 250 △48.6
24年4月期第1四半期 5,674 7.6 803 66.2 857 78.4 486 73.4

（注）包括利益 25年4月期第1四半期 249百万円 （△48.5％） 24年4月期第1四半期 483百万円 （71.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年4月期第1四半期 42.88 ―
24年4月期第1四半期 83.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年4月期第1四半期 11,337 6,668 58.8
24年4月期 10,833 6,524 60.2
（参考） 自己資本   25年4月期第1四半期  6,668百万円 24年4月期  6,524百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年4月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00
25年4月期 ―
25年4月期（予想） 18.00 ― 18.00 36.00

3. 平成25年 4月期の連結業績予想（平成24年 5月 1日～平成25年 4月30日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 10,866 2.1 935 △19.6 908 △23.5 510 △23.9 87.41
通期 22,540 10.0 2,128 17.5 2,075 16.4 1,167 12.7 200.01



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、（添付資料）４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧くださ
い。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、（添付資料）４ページ「２．サマリー情
報（注記事項）に関する事項 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、（添付資
料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年4月期1Q 5,834,888 株 24年4月期 5,834,888 株
② 期末自己株式数 25年4月期1Q 116 株 24年4月期 116 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年4月期1Q 5,834,772 株 24年4月期1Q 5,834,772 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間(自 平成24年５月１日 至 平成24年７月31日）におけるわが国経済

は、依然として厳しい状況にあるものの、復興需要等を背景に生産や設備投資が改善傾向にあり、

また、消費者マインドに持ち直しが見られるなど、個人消費も緩やかに回復しつつあると言えます。 

このような状況の下、当社グループでは、直販部門を中心に化粧品「オンリーミネラル」シリー

ズにおいてUV対策セットやBBクリームなど幅広い展開を進めた結果、売上が堅調に推移した他、通

販・店販部門を中心に痩身器具「アセチノ」シリーズが非常に好調に推移いたしました。しかし、

脱毛器「no!no!HAIR」シリーズについて、リニューアル版の上市による影響で売上が大きく伸長し

た前年同四半期に比較すると売上が減少したことから、当第１四半期連結累計期間における売上高

は5,227百万円（前年同四半期比7.9％減）、経常利益は408百万円（前年同四半期比52.4％減）、四

半期純利益は250百万円（前年同四半期比48.6％減）となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①通販部門 

通販部門では、テレビによる通信販売業者を経由した個人顧客への販売、カタログ通販会社向け

の販売、インターネット専売業者向けの販売を行っております。 

前期より本格的な販売を開始した痩身器具「アセチノ」シリーズについて、機能改良の実施によ

り主に地上波通販会社・カタログ通販会社向けの販売が非常に好調に推移した一方、脱毛器「no!n

o!HAIR」シリーズについて、リニューアル版の上市により売上が大きく伸長した前年同四半期に比

較すると売上が減少したことから、売上高は1,624百万円（前年同四半期比20.5％減）、セグメント

利益は601百万円（前年同四半期比21.6％減）となりました。 

 

②店販部門 

店販部門では、家電量販店、大手百貨店、バラエティショップ等への販売を行っております。 

機能強化した痩身器具「アセチノ」シリーズの販売が非常に好調であった他、化粧品「オンリー

ミネラル」シリーズも安定して推移いたしました。しかし、当部門における売上構成比が高い脱毛

器「no!no!HAIR」シリーズの販売が、機能強化したリニューアル版の上市により売上が大きく伸長

した前年同四半期に比較すると減少したことから、売上高は1,795百万円（前年同四半期比16.4％

減）、セグメント利益は853百万円（前年同四半期比19.5％減）となりました。 

 

  

ヤーマン㈱（6630）平成25年４月期第１四半期決算短信

－2－



③直販部門 

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等を用いた個人顧客への販売を行っており

ます。 

化粧品「オンリーミネラル」シリーズがリピート売上にも下支えされ安定して売上の伸長に貢献

した他、痩身アイテム「加圧エクサ」シリーズについて機能性の高さを積極的にアピールしたこと

や価格設定の見直しを行ったことにより売上が大きく伸長し、また、新商品のアンダーウェア「ア

ーブラ」が好調なスタートとなったことから、売上高は1,756百万円（前年同四半期比21.6％増）、

セグメント損失は21百万円（前年同四半期は22百万円の損失）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ503百万円増加し、11,337

百万円となりました。現金及び預金の増加774百万円、受取手形及び売掛金の減少569百万円、商品

及び製品の増加185百万円、原材料及び貯蔵品の増加58百万円が主な要因であります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ359百万円増加し、4,668百万円となりました。支払手形及び買

掛金の増加709百万円、未払法人税等の減少224百万円、長期借入金の減少129百万円が主な要因であ

ります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ144百万円増加し、6,668百万円となりました。四半期純利益

の計上250百万円及び剰余金の配当105百万円による利益剰余金の増加145百万円が主な要因でありま

す。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

第２四半期以降につきましては、美容健康に関する様々なカテゴリーを網羅的にカバーするワン

ストップビューティーを各販路で展開する他、費用対効果の高い広告宣伝を実施するなど様々なコ

ストの効率的な支出に努め、通期での売上及び利益の伸長を目指してまいります。 

なお、平成24年４月期決算発表時（平成24年６月14日）に公表した業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成24年５月１日 至 平成24年７月31日） 

税金費用の計算 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年

５月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更し

ております。 

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年４月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,779,470 3,553,503

受取手形及び売掛金 3,339,534 2,770,373

有価証券 50,069 50,077

商品及び製品 2,943,232 3,128,728

仕掛品 37,203 29,173

原材料及び貯蔵品 320,789 379,246

その他 358,308 432,016

貸倒引当金 △5,887 △3,225

流動資産合計 9,822,722 10,339,895

固定資産   

有形固定資産 565,999 567,506

無形固定資産 330,146 316,665

投資その他の資産 114,977 113,435

固定資産合計 1,011,123 997,607

資産合計 10,833,845 11,337,502

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,081,268 1,790,665

1年内返済予定の長期借入金 518,299 518,299

1年内償還予定の社債 160,000 160,000

未払金 1,094,731 1,122,521

未払法人税等 385,148 160,833

賞与引当金 27,500 13,750

返品調整引当金 155,504 165,495

その他 173,665 155,686

流動負債合計 3,596,118 4,087,251

固定負債   

社債 35,000 35,000

長期借入金 640,330 510,755

その他 37,840 35,597

固定負債合計 713,171 581,353

負債合計 4,309,289 4,668,604
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年４月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年７月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 3,398,214 3,543,392

自己株式 △100 △100

株主資本合計 6,525,705 6,670,883

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,149 △1,986

その他の包括利益累計額合計 △1,149 △1,986

純資産合計 6,524,555 6,668,897

負債純資産合計 10,833,845 11,337,502
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年５月１日 
 至 平成23年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年５月１日 
 至 平成24年７月31日) 

売上高 5,674,470 5,227,674

売上原価 2,228,258 2,054,205

売上総利益 3,446,212 3,173,468

返品調整引当金戻入額 129,744 155,504

返品調整引当金繰入額 129,425 165,495

差引売上総利益 3,446,531 3,163,477

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 1,396,240 1,511,240

給料及び手当 151,190 160,790

賞与引当金繰入額 12,500 13,750

減価償却費 22,128 25,746

研究開発費 41,067 25,164

その他 1,019,498 1,021,726

販売費及び一般管理費合計 2,642,625 2,758,417

営業利益 803,905 405,060

営業外収益   

受取利息 195 153

受取配当金 406 27

為替差益 47,645 8,212

貸倒引当金戻入額 22,134 2,662

その他 5,677 2,552

営業外収益合計 76,059 13,608

営業外費用   

支払利息 14,771 9,159

支払保証料 4,690 488

その他 2,990 874

営業外費用合計 22,453 10,522

経常利益 857,511 408,147

特別損失   

固定資産除却損 2,450 2,779

特別損失合計 2,450 2,779

税金等調整前四半期純利益 855,061 405,367

法人税等 368,413 155,162

少数株主損益調整前四半期純利益 486,648 250,204

四半期純利益 486,648 250,204
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年５月１日 
 至 平成23年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年５月１日 
 至 平成24年７月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 486,648 250,204

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △955 △837

繰延ヘッジ損益 △1,784 －

その他の包括利益合計 △2,739 △837

四半期包括利益 483,908 249,367

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 483,908 249,367

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報 

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年５月１日  至  平成23年７月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他
(注)１

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

通販部門 店販部門 直販部門 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 2,044,277 2,147,924 1,444,667 5,636,870 37,600 5,674,470 － 5,674,470

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － 57,732 57,732 △57,732 －

計 2,044,277 2,147,924 1,444,667 5,636,870 95,333 5,732,203 △57,732 5,674,470

セグメント利益又は損
失（△） 

767,606 1,060,410 △22,095 1,805,921 17,451 1,823,372 △1,019,466 803,905

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門

等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,019,466千円には、セグメント間取引消去3,000千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△1,022,466千円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年５月１日  至  平成24年７月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他
(注)１

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

通販部門 店販部門 直販部門 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 1,624,241 1,795,800 1,756,639 5,176,682 50,992 5,227,674 － 5,227,674

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － 85,631 85,631 △85,631 －

計 1,624,241 1,795,800 1,756,639 5,176,682 136,623 5,313,306 △85,631 5,227,674

セグメント利益又は損
失（△） 

601,423 853,505 △21,113 1,433,815 25,559 1,459,375 △1,054,314 405,060

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門

等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,054,314千円には、セグメント間取引消去7,000千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△1,061,314千円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第１四半期連結累計期間（自 平成24年５月１日 至 平成24年７月31日） 

 該当事項はありません。 

ヤーマン㈱（6630）平成25年４月期第１四半期決算短信

－9－




